
 

 

高砂市少子化などに関するアンケート調査 
【調査ご協力のお願い】 

高砂市では、これまで「高砂市次世代育成支援後期行動計画」に基づいて、少子化対策や子育

て支援に関する様々な施策に取り組んできましたが、この計画が平成 26年度で終了することか

ら、今年度と来年度で、これまでの計画を見直し、国の新制度などに対応した新たな計画を策定

することとなりました。 

そこで、高校生の皆さまに少子化や将来の生活に関する意見などをうかがい、計画策定の参考

とするため、このアンケート調査を実施します。 

この調査は、市内の各公立高校の各学年から１クラスを抽出し、ご協力をお願いしています。

回答いただいた内容は、市の少子化や子育て支援の検討だけに利用させていただくもので、あな

たのお名前が出たり、回答内容が先生や友達に知られることは決してありません。 

調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い申し上げます。 

高 砂 市 長  登  幸 人 

 

 

 

  

 

1. アンケートには、ご本人がご記入ください。 

2. アンケートには、皆さまのお名前を書いていただく必要はありません。 

3. 友達や他の誰かと相談したり、人のまねをしないで、あなたの考えたとおりに答えてくださ

い。 

4. 無回答が多くなると集計に使用できませんので、できるだけすべての質問に答えてください。 

5. 回答は、選択肢の中から選んで当てはまる番号に○印をつける場合と、数字などを記入する

場合がありますので、注意書きにしたがってください。また、「その他」の場合は、（  ）

内に具体的な内容を簡単に記入してください。 

6. 記入が済みましたら、同封の回答用封筒に入れて封をして、クラスの担任の先生に渡してく

ださい。 

7. 回答いただくうえで不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いします。 

 

【この調査に関する問い合わせ先】 

〒676-8501 高砂市荒井町千鳥 1-1-1 

高砂市 福祉部 子育て支援室 電話 079-443-9024 

 

【高 校 生 用】 

ご記入に当たってのお願い 
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問１ あなたの性別は。（○は１つ） 

１．男      ２．女 

 

問２ あなたの学年は。（○は１つ） 

 

問３ あなたのお住まいはどちらですか。（○は１つ） 

 

問４ あなたの兄弟姉妹は、あなたを含めて何人ですか。数字を記入してください。 

 

 

 

 

 

  

あなたご自身のことについておうかがいします。 

１．１年     ２．２年      ３．３年 

１．高砂市    ２．高砂市以外 

（      ）人 

「結婚」についておうかがいします。 
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（％） 【年齢別未婚者の比率】

高砂市（男）

高砂市（女）

＜25～44歳全体の未婚者の比率＞
全 国：男43.1％ 女31.7％

高砂市：男42.9％ 女29.7％

25～44 歳の高砂市民は、男性では４割以上、女性では約３割が

未婚〈結婚していない〉となっています。全国平均と比べると、

高砂市は未婚の人の割合がやや高くなっています。 



2 

 

問５ あなたは、将来、結婚したいと思いますか。（○は１つ） 

１．将来結婚したい      →問５－１へ 

２．将来結婚したくない    →問５－２へ 

３．結婚はどちらでもよい 

４．わからない  

 

問５で「１．将来結婚したい」に○をつけた方におうかがいします。            

問５－１ 将来結婚したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．好きな人とずっといっしょにいられるから 

２．精神的、経済的に安定するから 

３．家事が楽になるなど、生活していく上で便利になるから 

４．子どもが持てるから 

５．親から独立できるから 

６．親を安心させて喜ばすことができるから 

７．結婚するのが当たり前だから 

８．その他（                               ） 

９．わからない  

 

問５で「２．将来結婚したくない」に○をつけた方におうかがいします。          

問５－２ その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．独身の方が自由だから      ２．結婚しない人も多くいるから 

３．家事・育児が大変そうだから   ４．親を見ていると結婚する気にならないから 

５．親といる方が楽だから      ６．その他（              ） 

７．わからない 

 

 

 

 

問６ 日本では合計特殊出生率（１人の女性が生涯に産む子どもの人数）が、平成24年で1.40人と

なっており、現在の人口を維持するために必要な2.08人を大きく下回っています。あなたは、

この「１人の女性が生涯に産む子どもの人数の減少」についてどのように思いますか。 

（○は１つ） 

１．深刻な問題だと思う             ２．たいした問題ではない 

３．好ましい傾向だと思う      ４．関心がない・わからない 

 

問７ あなたは、将来子どもをほしいと思いますか。（○は１つ） 

１．将来自分の子どもがほしい        →問７－１へ 

２．将来自分の子どもをほしいとは思わない  →問７－２へ 

３．わからない               →問８へ 

 

「子ども」や「子育て」についておうかがいします。 
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問７で「１．将来自分の子どもがほしい」に○をつけた方におうかがいします。       

問７－１ 何人くらいの子どもがほしいですか。数字を記入してください。 

 （     ）人 

 

問７で「２．将来自分の子どもをほしいとは思わない」に○をつけた方におうかがいします。 

問７－２ その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．お金がかかるから       

２．育児には心理的・身体的に負担がかかるから 

３．自分の時間がなくなるから   

４．仕事をしながら子育てをするのは大変だから 

５．子どもが好きではないから   

６．その他（                ） 

７．わからない 

 

問８ 積極的に子育てに参加し、子育てを楽しむ男性のことを「イクメン」といいますが、あなた

は、「イクメン」という言葉の意味を知っていましたか。（○は１つ） 

１．言葉の意味を知っている 

２．言葉は聞いたことがあるが、意味はよく知らない 

３．言葉を聞いたことがない 

 

問９ あなたは、「イクメン」について、どう思いますか。（○はいくつでも） 

１．カッコイイと思う        

２．男も一緒に子育てするのは当然で、よいことだと思う 

３．男らしくなくて嫌だ、カッコ悪いと思う 

４．子育ては女の役割だから、イクメンには反対だ 

５．その他（                                  ） 

６．わからない 

 

問10 あなたの将来のことについて、あてはまるものに○をつけてください。（○はそれぞれ１つ） 

①結婚したら家事を １．する ２．しない 
３．結婚するつもりがないの

で答えられない 

②結婚したら育児を １．する ２．しない 
３．子どもをもつつもりがな

いので答えられない 

③結婚したら仕事を １．やめない ２．やめる 
３．結婚するつもりがないの

で答えられない 

④子どもが産まれたら仕事を １．やめない ２．やめる 
３．子どもをもつつもりがな

いので答えられない 



4 

高砂市の人口は少しずつ減少しています！！ 
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【高砂市の人口の推移】

総人口 ０～14歳人口比率

実態← →将来の見込み 

全国的に、未婚率の上昇、結婚年齢の高齢化、合計特殊出生率の低下などにより、人口減少が

続いています。高砂市も例外でなく、年々人口が減少しています。特に子どもや若い年齢層の

人口が減少し、０～14 歳の人口が全体に占める割合は平成 25 年で 13.7％となっています。 

出生率が下がり、このまま人口が減り続け、

とくに15～64歳の働く人たちの人口が減る

と、経済や社会に大きな影響がでるんだ。 

だから、子どもを生んで育てやすい環境をつ

くるための取り組みが必要となるんだよ。 
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問11 あなたは、弟や妹以外の小さな子ども（赤ちゃんや小学校に入る前の幼児）とふれあう機会

がありますか。（○は１つ） 

 

問11で「１．たくさんある」または「２．ときどきある」に○をつけた方におうかがいします。 

問11－１ それは、どのようなふれあいですか。（○はいくつでも） 

１．町内会や子ども会などの活動でふれあう 

２．小さな子どもを含めたサークルや、ボランティア活動に参加して、遊んだり、ふれあ

っている 

３．学校の授業や行事でふれあっている 

４．親戚の子どもと遊んだり、ふれあっている 

５．近所の子どもと遊んだり、ふれあっている 

６．その他（                               ） 

 

問12 あなたは、家族や地域社会など、自分のまわりの小さな子どもについてどう思いますか。 

（○は３つまで） 

１．地域や家庭が明るくなる           

２．地域や家庭の結びつきが強まる 

３．子どもから教えられることがある       

４．まわりにいると楽しい 

５．子どもを通じて交流が広がる 

６．わずらわしい 

７．子どもの様子を見ていると心配になる 

８．特に何も感じない   

９．その他（                                 ） 

 

問13 あなたは、赤ちゃんや幼児とふれあう機会があれば参加しますか。（○は１つ） 

１．参加したい               ２．参加したくない 

  

乳幼児とのふれあいについておうかがいします。 

１．たくさんある   →問11－１へ        

２．ときどきある   →問11－１へ 

３．あまりない    →問12へ       

４．まったくない   →問12へ 
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問14 あなたは、今住んでいる市町に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

１．住み続けたい           →問14－１へ 

２．進学や就職で離れても、いずれは今住んでいる市町に帰ってきたい  →問14－１へ 

３．今住んでいる市町には住みたくない →問14－2へ 

４．わからない            →問15へ 

 

 問14で「１」または「２」に○をつけた方におうかがいします。              

  問14－１ それはどのような理由からですか。簡単に書いてください。 

 

 

 

 

 

 問14で「３」に○をつけた方におうかがいします。                    

  問14－２ それはどんな理由からですか。簡単に書いてください。 

 

 

 

 

 

問15 高砂市では、住みやすく、安心して子どもを生み、子育てができるまちづくりを進めていま

す。あなたは、将来、高砂市がどのようなまちになれば、高砂市に住み続けたい、又は住み

たいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきありがとうございました。 

この調査票は、回答用封筒に入れて封をし、クラスの担任の先生に

お渡しください。  

高砂市について 
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高砂市では 市民のみなさんの 

 子育てを応援する取り組みを進めています。 
（平成 25 年 10月１日現在） 

 

 

 

１．教育・保育に関する施設 

幼  稚  園 幼児の心身の発達のため、幼児教育を行っています。 

認可保育所(園) 
保護者が共に働いている、病気であるなどの理由で、昼間家庭において

世話を受けられない子どもを、保護者に代わって保育しています。 

認定こども園 
幼稚園と保育所（園）の両方の機能を持ち、幼児教育と保育を提供して

います。 

児童発達支援センター 
言語や知的面で支援が必要な子どもが、基本的な生活習慣を身につけ、

生活経験を豊かにするよう支援しています。 

子育て支援センター 
子育てに関する不安や悩みが解消できるよう、相談に応じたり、情報提

供を行う施設で、子育て中の親子が交流しています。 

 

 

２．主な子育て支援サービス 

一時保育(一時預かり) 
保育所に入所していない子どもで、保護者が病気や急用などの理由で子

どもをみれない場合に、保育所で一時的に子どもを預かっています。 

延長保育 
保護者の勤務時間や通勤時間等によって、保育所の通常の時間を超え

て、19時または 20 時まで子どもを保育しています。 

休日保育 
休日に保護者が就労、病気、急な用事などの理由で保育できない場合に、

子どもを保育所で預かっています。 

学童保育 
保護者が仕事などで、昼間家庭にいない子どもが、授業終了後や夏休み

等の間、学童保育所で過ごしています。 

子育て短期支援事業 

（ショートステイ） 

保護者の急病、出産、冠婚葬祭などで家庭で子どもをみることが難しい

場合などに、児童養護施設などで預かっています。 

病児・病後児保育事業 
病気やケガなどで保育所での集団生活が難しく、保護者が仕事などで家

でみることができない場合に子どもを預かっています。 

ファミリー・サポー

ト・センター事業 

子育ての援助を受けたい人と子育ての援助を行いたい人が会員として

登録し、会員同士で育児の援助を行っています。 

 


